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市民図書館
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としょかんカレンダー

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

●小説　片翼の折鶴（浅ノ宮遼／著） 本バスめぐりん。（大崎梢／著）
　大雪物語(藤田宜永／著） ｉ(西加奈子／著）
　ウインドアイ(ブライアン･エヴンソン／著） 「茶の湯」の密室（愛川晶／著）
　蝮の孫（天野純希／著） 電王（高嶋哲夫／著）
　夜明けまで眠らない（大沢在昌／著）

●随筆・詩などの文学　もったいないばあさんの知恵袋（真珠まりこ／作）
　日本人はなぜ、五七五七七の歌を愛してきたのか（錦仁／編）
　エラリー・クイーン推理の芸術（フランシス・Ｍ．ネヴィンズ／著）
　捨てきらなくてもいいじゃない？（岸本葉子／著）
　98歳。心して「一人」を楽しく生きる（吉沢久子／著） 尾崎放哉（河出書房新社）

●その他の本　本を読む（安野光雅／著） 平城京のごみ図鑑
　（奈良文化財研究所／監修） 紳士服を嗜む（飯野高広／著）
　いつかの夏（大崎善生／著） シリア難民（パトリック・キン
　グズレー／著） 楽しい植物化石（土屋香、土屋健／著）
　独身40男の歩き方（木村隆志／著）
　コンピュータが小説を書く日（佐藤理史／著）
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ま
ぼ
ろ
し
の
鉄
道
敷
設
計
画

　

吉
塚
か
ら
志
免
・
宇
美
を
通
っ
て
筑ち

く
ぜ
ん前
勝か

つ

田だ

を
つ
な
ぐ
国
鉄
勝
田
線
は
、
元
は
筑
前

参
宮
鉄
道
と
い
っ
て
大
正
７
～
８
年
に
開
業
、

糟
屋
炭
田
の
石
炭
を
運
ぶ
他
、
宇
美
八
幡
宮

へ
の
参
拝
客
の
輸
送
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
に
は
九
州
電
気
軌
道

他
３
社
と
合
併
さ
れ
て
西
日
本
鉄
道
と
な
り
、

同
19
年
に
国
有
化
、
後
に
鉄
道
事
業
の
再
生

を
図
る
国
鉄
改
革
の
過
程
で
昭
和
60
年
に
廃

止
と
な
り
ま
す
が
、
炭
鉱
地
域
を

緩
や
か
に
走
る
当
時
の
情
緒
を
懐

か
し
む
人
も
未
だ
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
勝
田
線
、
終
点
だ
っ
た
筑

前
勝
田
駅
か
ら
現
在
の
西
鉄
太

宰
府
駅
ま
で
県
道
に
沿
う
と
５

キ
ロ
ち
ょ
っ
と
、
地
図
上
で
は
目

と
鼻
の
先
に
感
じ
ら
れ
る
両
駅

間
に
こ
れ
ま
で
線
路
の
敷
設
は

無
く
、
か
つ
て
は
「
参
宮
」
を
名

乗
っ
た
鉄
道
が
太
宰
府
天
満
宮
に

達
し
て
い
な
か
っ
た
の
が
不
思
議

に
思
え
ま
す
が
、
実
は
当
初
、
線

路
を
太
宰
府
ま
で
延
ば
す
発
想
は
あ
り
ま
し
た
。

　

大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
５
月
、
宇
美
軌

道
か
ら
社
名
を
変
更
し
た
筑
前
参
宮
鉄
道
は
、

炭す
み

焼や
き

か
ら
只た

だ

越ご
え

、
松ま

つ

川ご
う

を
経
て
太
宰
府
に
至

る
線
路
の
延
長
敷
設
免
許
を
国
に
申
請
し
、

太
宰
府
町
会
も
こ
れ
を
承
認
し
ま
す
。
と
こ

ろ
が
８
月
、「
す
で
に
特
許
を
得
て
い
る
筑
紫

電
気
軌
道
が
あ
る
の
で
、
目
下
の
交
通
状
態

に
鑑
み
本
件
敷
設
の
必
要
は
な
い
」
と
却
下

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
（「
延
長
線
敷
設
願
却
下

ノ
件
」）。
実
は
前
年
、
宇
美
軌
道
時
代
に
線

路
延
長
願
を
出
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の

時
に
は
「
出
願
線
路
は
筑
糟
軌
道
株
式
会
社

出
願
線
路
と
並
行
し
て
い
る
の
で
評
議
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
福
岡
県
知
事
の
副
申
が
添

え
ら
れ
た
た
め
取
り
下
げ
と
な
り
ま
し
た（「
宇

美
軌
道
延
長
敷
設
願
ノ
件
ニ
付
副
申
」）。
筑

糟
軌
道
の
敷
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
確
か
に

大
正
２
年
６
月
、
太
宰
府
町
会
が
宇
美
か
ら

太
宰
府
に
か
け
て
の
線
路
敷
設
を

承
認
し
て
い
ま
す
し
、
同
年
、
鎮

西
電
気
軌
道
の
線
路
敷
設
願
も
認

め
て
い
ま
す
。
国
や
県
と
し
て
は
、

複
数
社
が
無
駄
に
競
合
す
る
事
態

は
避
け
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ

の
後
大
正
６
年
４
月
に
も
、
筑
前

参
宮
鉄
道
が
出
願
し
た
鉄
道
延
長

敷
設
免
許
申
請
（
宇
美
～
太
宰
府
～

朝
倉
軌
道
田
川
停
留
所
）
に
同
意
し

た
こ
と
が
町
会
議
事
録
に
見
ら
れ

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
い
ず
れ
も

敷
設
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
正
期
は
太
宰
府
町
で
道
路
の
整
備
が
進

ん
だ
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
大
正
５
年
に

は
石
坂
道
路
更
正
、
同
７
～
８
年
に
は
只
越

道
路
、
北
谷
道
路
が
竣
工
。
当
時
の
線
路
は

町
営
道
路
上
に
敷
設
す
る
計
画
だ
っ
た
た
め
、

そ
れ
を
見
込
ん
だ
整
備
も
一
部
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
結
果
線
路
は
敷
か
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
昭
和
に
入
る
と
鉄
道
各
社
が
バ

ス
事
業
も
営
む
、
新
し
い
時
代
に
入
り
ま
す
。
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